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現
在
の
本
市
の
高
齢
化
率
は
21

％
を
超
え
、
12
年
後
に
は
２
０
２

５
年
問
題
も
あ
り
、
超
高
齢
社
会

に
対
し
先
を
見
据
え
た
対
策
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と
並

行
し
て
進
ん
で
い
く
の
が
医
療
費

や
空
き
家
問
題
で
す
。
全
国
平
均

の
空
き
家
率
が
13･

１
％
に
対

し
、
本
市
の
空
き
家
率
は
11
％
で

全
国
平
均
よ
り
低
い
も
の
の
、
県

内
に
お
い
て
は
決
し
て
低
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

健
康
に
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

少
し
で
も
外
に
出
る
機
会
を
ふ
や

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
お
茶
飲
み

を
し
た
り
話
を
し
た
り
と
人
と
接

す
る
こ
と
が
元
気
の
秘
訣
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
医
療
費

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
空
き
家
を
活
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

空
き
家
の
持
ち
主
に
理
解
を
得
て
、

交
付
金
な
ど
を
利
用
し
改
修
工
事

を
行
い
、
高
齢
者
用
の
気
軽
な
サ

ロ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
部
長　

自
宅
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
地
域

で
交
流
す
る
場
が
必
要
で
、
空
き

家
を
利
用
す
る
こ
と
は
有
効
と
考

え
ま
す
。

　

運
営
母
体
と
な
る
組
織
と
調
整

し
、
今
後
、
交
付
金
や
補
助
金
の

活
用
も
含
め
、
サ
ロ
ン
を
ふ
や
し

て
い
く
よ
う
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

芥
川　

薫　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

空
き
家
を
活
用
し
た

高
齢
者
用
の
サ
ロ
ン
設
置
を

議
会
日
誌

11
・
15
・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
沖
永
議
員
行
政
視
察
…

東
京
都
練
馬
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19
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
第
80
回
理
事
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東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

・
岡
山
県
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敷
市
議
会
行

政
視
察
来
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21
・
議
会
運
営
委
員
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28
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

12
・
５
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

６
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

11
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

12
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

      　

・
都
市
環
境
常
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委
員
会

　
　

13
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

17
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議

会
第
２
回
定
例
会

　
　

18
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

20
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　

26
・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議

会
第
２
回
定
例
会

１
・
９
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

24
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

28
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　

29
・
県
央
八
市
議
会
議
員
合

同
研
修
…
大
和
市

　
　
　

・
京
都
府
城
陽
市
議
会
行

政
視
察
来
庁

　
　

30
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第

１
４
９
回
産
業
経
済
委

員
会
…
東
京
都
千
代
田

区

２
・
５
・
新
政
い
さ
ま
行
政
視
察

　
　
　
　

…
千
葉
県
船
橋
市
、
柏

市
ほ
か
（
～
６
）

　
　
　

・
岩
手
県
釜
石
市
議
会
行

政
視
察
来
庁

　
　

６
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
第
77
回
総
会

…
東
京
都
千
代
田
区

　
　

10
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

視
察
…
米
空
軍
横
田
基

地

　
　

13
・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議

会
第
１
回
定
例
会

　
　

14
・
議
会
運
営
委
員
会

　

本
年
７
月
に
行
わ
れ
た
再
度
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
小
学
校

保
護
者
の
約
82
％
、
中
学
校
保
護

者
の
約
75
％
が
、
以
前
と
同
様
に

中
学
校
給
食
制
度
の
導
入
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
行
政
は
社
会
情
勢

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
形
で
市
民
生
活
に
寄
与
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
共
働
き

や
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
御
さ
ん

が
日
々
我
が
子
の
た
め
に
働
く
中

で
、
給
食
制
度
導
入
の
実
現
は
急

務
で
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
に
よ
り
、
市
民
の
声
が
数

値
と
し
て
し
っ
か
り
と
具
現
化
し

た
以
上
、
当
局
は
立
ち
止
ま
る
こ

と
な
く
導
入
の
実
現
に
向
け
次
の

段
階
へ
進
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
は
小
学
校
５
・
６
年
生
の

児
童
及
び
保
護
者
に
も
ア
ン
ケ
ー

吉
田　

義
人　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

中
学
校
給
食
導
入
に
向
け
て
、

大
き
く
前
進
！

ト
調
査
の
対
象
を
広
げ
実
施
し
て

お
り
、
現
在
の
６
年
生
が
中
学
校

在
学
中
に
制
度
を
本
格
導
入
す
る

も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。

来
年
度
か
ら
実
施
に
向
け
た
準
備

に
取
り
か
か
っ
て
頂
け
る
の
か
、

強
く
要
望
し
当
局
に
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

２
校
程
度
の
試
行
実

施
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
平
成

26
年
度
に
臨
時
栄
養
士
・
非
常
勤

事
務
職
員
の
雇
用
や
献
立
作
成
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
委
託
業
者
の
選

定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
説
明
会
や
試
食
会

を
開
催
し
、
保
護
者
・
生
徒
・
教

職
員
に
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
理
解

し
て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
と
の
交
流
に
つ

い
て
、「
英
語
学
習
交
流
」
と
い

う
観
点
か
ら
提
案
し
ま
す
。
例
え

ば
、
市
内
の
中
学
２
年
生
（
希
望

者
）
が
夏
休
み
の
間
、
キ
ャ
ン
プ

座
間
内
の
米
軍
ハ
ウ
ス
等
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
米
国
の
生
活
習
慣

を
肌
で
感
じ
な
が
ら
英
語
も
身
に

つ
け
る
。
一
方
で
、
キ
ャ
ン
プ
座

間
内
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
市
内

の
住
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
特
化
し
た
国

際
交
流
の
形
を
、
本
市
と
し
て
取

り
組
ん
で
み
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

英
語
教
育
の
点
に
着
目

を
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り

組
ん
で
や
っ
て
い
く
こ
と
は
い
ろ

い
ろ
な
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
キ

ャ
ン
プ
座
間
内
の
小
学
校
に
お
邪

魔
し
た
際
に
、
先
方
で
も
子
ど
も

同
士
の
交
流
は
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
お
考
え
を
先
生
か
ら
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
過

去
に
は
市
内
小
学
校
と
キ
ャ
ン
プ

座
間
内
の
学
校
と
の
交
流
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
綾
瀬
市
の

中
学
校
に
あ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
が
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
の
バ
ン
ド
と
交
流
を
し

て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
着
目
し
、

子
ど
も
同
士
の
交
流
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
田　

陽
介　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

キ
ャ
ン
プ
座
間
と
の

　
〝
英
語
学
習
交
流
〟実
現
を

　

昨
年
３
月
７
日
未
明
、
米
国
籍

少
年
に
よ
る
連
続
放
火
事
件
が
起

き
、
Ａ
氏
宅
の
木
造
平
屋
建
て
物

置
２
棟
と
車
４
台
を
全
焼
。
隣
接

す
る
Ｂ
氏
宅
に
類
焼
し
、
住
宅
が

全
焼
し
戦
国
時
代
の
鎧
・
兜
も
焼

失
。
さ
ら
に
、
栗
原
神
社
の
神
楽

殿
と
社
務
所
を
全
焼
し
、
４
百
年

前
の
歴
史
的
な
文
献
や
書
籍
も
焼

失
。
そ
し
て
北
隣
Ｃ
氏
宅
も
類
焼

し
、
住
宅
と
骨
董
品
が
焼
失
す
る

な
ど
大
き
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

中
澤　

邦
雄　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

米
国
籍
少
年
放
火
事
件
と

市
の
対
応
に
つ
い
て

　

少
年
は
15
歳
で
ア
メ
リ
カ
ン
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
通
学
し
て
い
ま
す

が
、
父
親
は
米
陸
軍
相
模
総
合
補

給
廠
と
民
間
契
約
し
て
い
る
業
者

の
従
業
員
で
、
い
わ
ゆ
る
米
軍
属

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
日
米
地
位

協
定
」
に
該
当
せ
ず
、
米
軍
も
国

も
全
く
救
済
措
置
を
と
ら
な
い
た

め
に
被
災
者
は
泣
き
寝
入
り
の
状

態
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
事
件

は
、
米
軍
基
地
が
あ
る
が
故
に
起

こ
っ
た
特
異
な
事
件
で
す
。
被
災

者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
る
本
市
の
再
編
交
付
金
の

一
部
を
、
見
舞
金
と
し
て
被
災
者

に
支
給
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

救
済
で
き
る
方
策
を
模

索
し
ま
し
た
が
、
民
事
の
対
応
し

か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。米
軍
に
抗
議
の
意
を
伝
え
、

再
発
防
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

特
定
政
策
推
進
室
長　

再
編
交

付
金
は
法
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
事

業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
見

舞
金
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
、
豊
か
に
育
つ
よ
う
環
境

や
制
度
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。
本
市
に
は
小
児
医
療

費
助
成
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
入

院
は
中
学
卒
業
、
通
院
は
小
学
４

年
生
ま
で
で
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
が
心
臓
の
手
術
を

受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
所

得
が
制
限
額
を
５
千
円
上
回
っ
て

し
ま
い
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。
１
円
で
も
制

限
額
を
超
え
る
と
助
成
を
受
け
ら

れ
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。
自
治
体

に
よ
っ
て
は
所
得
制
限
が
な
く
、

通
院
の
助
成
も
中
学
校
卒
業
ま
で

の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
皆
が
平

等
に
病
気
に
か
か
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
し
て
個
人
の
努
力
の
問
題

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
児
童
福
祉
法

第
１
条
第
２
項
に
は
、「
す
べ
て
児

童
は
、
ひ
と
し
く
そ
の
生
活
を
保

障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
全

て
の
子
ど
も
が
地
域
の
格
差
や
親

の
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
十
分
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
所
得
制
限
を
撤

廃
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

１
円
で
も
超
え
た

場
合
は
規
則
に
基
づ
き
対
象
外
で

す
が
、
別
の
制
度
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
相

談
し
て
い
た
だ
く
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
所
得
制
限
撤
廃
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
格
差
が
起
き

ぬ
よ
う
、
国
に
統
一
的
な
制
度
を

創
設
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

星
野　

久
美
子　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

全
て
の
子
ど
も
に
小
児
医
療
費
助
成
を

　

緑
地
保
全
及
び
緑
化
推
進
に
向

け
、
今
年
策
定
さ
れ
た
緑
の
基
本

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
目
標
設

定
・
進
行
管
理
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
行
っ
て
い
る
市
民

緑
地
制
度
は
、
地
権
者
が
地
方
公

共
団
体
に
緑
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
た
場
合
に
は
、
土
地
の
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
が
非
課
税

と
な
り
、
緑
地
の
公
開
に
必
要
な

佐
藤　

弥
斗　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

緑
の
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

（
５
面
へ
続
く
）


